
筏
を
組
ん
で
河
を
下
っ
た
が
、
増
水
で
流
さ
れ
全
員
戦
死
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
案
内
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
行
く
の
で
あ
る
が
、

待
ち
伏
せ
し
て
い
る
敵
に
皆
や
ら
れ
、
戦
死
し
た
戦
友
を
背
負
っ

て
引
き
返
し
て
こ
と
が
何
回
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
島
は
原
始
林
が

多
く
、
大
木
は
四
㍍
く
ら
い
上
か
ら
根
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の

下
で
皆
が
寝
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
自
分
の
腕
よ
り
も
太
い
籐
の

蔓
を
蕃
刀
で
切
っ
て
、
汁
を
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
二
㍍
以

上
も
あ
る
大
蛇
も
ト
カ
ゲ
も
何
回
見
た
こ
と
か
。

こ
の
よ
う
な
情
け
な
い
生
き
地
獄
の
山
中
で
、
通
信
隊
の
交
信

に
よ
っ
て
、
四
年
兵
に
満
期
命
令
が
出
た
こ
と
を
知
っ
た
。
本
当

に
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
中
隊
長
は
泣
き
な
が
ら
言
っ
た
。「
こ
の

困
っ
て
い
る
最
中
に
君
た
ち
が
帰
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
一
番

頼
り
に
し
て
い
る
の
に
俺
の
手
足
を
と
ら
れ
た
の
と
同
じ
だ
。

帰
っ
て
も
直
ぐ
ま
た
来
て
く
れ
」

そ
の
後
、
戦
況
は
逆
転
し
て
い
き
、
あ
の
レ
イ
テ
島
も
玉
砕
し
、

ま
た
比
島
全
域
も
敵
に
奪
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
何
時
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
殺
さ
ね
ば
殺
さ
れ

る
の
が
戦
争
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
何
人
か
の
最
後

の
水
も
与
え
た
が
息
の
絶
え
る
時
、
本
当
の
最
後
は「
お
母
さ
ん
」

と
い
っ
て
皆
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
の
弟
は
あ
の
レ
イ
テ
島
の
オ
ル
モ
ッ
ク
に
て
玉
砕
し
た
。
ま

た
末
の
弟
は
神
戸
の
須
磨
区
の
三
菱
造
船
所
で
Ｂ
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の
爆
撃
で
爆

死
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
最
後
は
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
ん
で

死
ん
で
い
っ
た
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
何
時
ま
で
も
戦
争
の
な
い
、

平
和
な
世
界
が
続
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

南
方
戦
線
　 

福
島
県
　
上
神
谷
林
太
　 

チ
モ
ー
ル
島
ラ
ウ
テ
ン
港
の
戦
闘

昭
和
十
八
年
十
二
月
七
日
、
ス
ン
バ
島
に
向
か
う
た
め
乗
船
、

ラ
ウ
テ
ン
港
沖
に
停
泊
中
敵
機
二
機
来
襲
、
銃
撃
を
受
け
爆
弾
が

中
ほ
ど
と
船
尾
に
二
発
命
中
、
船
火
事
と
な
り
海
に
飛
び
込
ん
だ

が
工
兵
隊
と
思
わ
れ
る
舟
艇
に
助
け
ら
れ
て
上
陸
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
第
二
中
隊
伊
藤
三
男
軍
曹
の
引
率
の
下
に
、
連
隊
本
部
ジ
ャ

ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
に
進
出
し
た
の
は
、
十
九
年
一
月
十
七
日
ご
ろ
で

第
二
中
隊
瀧
口
班
に
配
属
と
な
る
。
そ
の
後
七
月
二
十
八
日
ゴ
ク



テ
ー
ク
列
車
転
覆
事
故
後
、
第
一
中
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

ミ
ヨ
ヂ
ッ
ト
の
戦
闘

ミ
ヨ
ヂ
ッ
ト
東
方
バ
ン
ブ
ラ
イ
の
第
一
中
隊
山
口
小
隊
は
薄
暮

に
乗
じ
、
陣
地
構
築
中
の
敵
に
白
兵
突
入
し
、
敵
を
撃
退
す
る
も

山
口
小
隊
長
以
下
三
人
戦
死
。

そ
の
後
永
井
軍
曹
と
軽
機
一
、
兵
五
人
く
ら
い
で
、
あ
る
一
角

を
守
備
し
て
い
た
が
優
勢
な
敵
が
攻
撃
し
て
き
た
の
で
応
戦
す
る

も
、
つ
い
に
陣
地
保
持
は
困
難
と
な
り
、
ミ
ヨ
ヂ
ッ
ト
を
撤
退
す
。

モ
モ
ー
ク
の
戦
闘

ミ
ヨ
ヂ
ッ
ト
守
備
隊
は
、
敵
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
、
つ
い
に
バ
ー

モ
に
転
進
と
決
定
、

第
一
中
隊
北
村
隊
は
モ
モ
ー
ク
に
転
進
し
た
。

当
日
は
北
村
隊
長
を
先
頭
に
浦
野
軍
曹
ほ
か
十
数
人
で
行
進
中
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
中
わ
ず
か
二
〇
㍍
ぐ
ら
い
の
位
置
か
ら
自
動
小
銃
で

突
如
乱
射
さ
れ
、
敵
味
方
と
も
に
手
榴
弾
戦
と
な
っ
た
。
敵
は
多

勢
で
滅
茶
苦
茶
に
投
げ
、
私
ど
も
の
身
辺
は
誰
が
ど
う
し
て
い
る

か
さ
え
わ
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。

こ
の
戦
闘
で
佐
藤
重
雄
軍
曹
、

松
浦
市
治
兵
長
が
戦
死
し
た
。
こ
の
と
き
は
各
人
二
、
三
発
し
か

手
榴
弾
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
全
部
を
投
げ
、
北
村
隊
長
以

下
と
浦
野
分
隊
長
以
下
数
人
の
二
組
に
分
か
れ
て
敵
か
ら
離
脱
し

た
。
撤
退
中
、
原
住
民
に
見
つ
か
っ
た
が
、
敵
の
話
声
が
聞
こ
え

る
地
点
を
通
っ
て
道
を
横
断
し
、
民
家
か
ら
一
〇
〇
㍍
位
離
れ
た

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
潜
入
し
た
。

私
ど
も
は
敵
の
追
撃
の
目
を
く
ら
ま
し
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
状

態
で
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
潜
み
、
湿
地
を
越
え
、
バ
ー
モ
の
前
面
の

草
原
ま
で
、
や
っ
と
の
思
い
で
た
ど
り
着
い
た
。
し
か
し
バ
ー
モ

に
入
る
に
は
包
囲
し
て
い
る
敵
陣
を
も
う
一
度
突
破
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
前
方
の
高
台
か
ら
猛
烈
な
射
撃
を
受
け
た
。

そ
こ
で
夕
闇
が
迫
る
の
を
待
っ
て
闇
に
乗
じ
て
高
台
に
向
か
っ

て
各
個
前
進
し
、

バ
ー
モ
に
い
た
日
本
兵
の
合
言
葉
を
た
よ
り
に
、

合
流
し
た
。

私
よ
り
先
に
バ
ー
モ
に
到
着
し
て
い
た
の
は
北
村
隊
長（
負
傷
）

お
よ
び
五
十
川
少
尉
、
長
尾
一
延
、
佐
藤
一
夫
殿
で
し
た
。
県
庁

台
で
北
村
隊
長
に
会
っ
て
初
め
て
自
分
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
実

感
し
た
。
モ
モ
ー
ク
よ
り
一
週
間
も
か
か
っ
た
の
で
腹
は
本
当
に

へ
っ
て
い
た
。
飲
ん
だ
の
は
水
筒
の
水
だ
け
だ
っ
た
。

悪
戦
苦
闘
し
た
多
く
の
友
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
露
と
消
え
、
行
動

を
と
も
に
し
た
佐
藤
伍
長
、
松
浦
ほ
か
二
人
も
戦
死
し
た
。

バ
ー
モ
脱
出
決
行
（
捜
索
第
二
連
隊
戦
史
よ
り
抜
筆
）



第
一
中
隊
北
村
大
尉
は
、
工
丘
一
分
隊
を
指
揮
し
て
第
一
次
攻

撃
部
隊
と
な
る
（
私
は
攻
撃
隊
の
一
員
）

。
第
一
次
攻
撃
隊
突
破

作
戦
は
、
既
に
敵
の
重
囲
下
に
あ
る
こ
と
長
く
、
し
か
も
敵
兵
力

は
極
め
て
多
く
、
当
初
の
作
戦
計
画
の
支
那
人
部
落
陣
地
の
敵
を

攻
撃
し
堤
防
上
の
敵
ト
ー
チ
カ
を
爆
砕
し
て
、
血
路
を
開
く
と
い

う
作
戦
遂
行
は
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
止
む
を
得
ず
敵
の
死
角

と
な
っ
て
い
た
イ
ラ
ワ
ジ
河
に
沿
っ
て
砂
原
を
前
進
し
、
敵
陣
地

の
斜
面
突
破
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
四
日
二
十
二
時
に
攻
撃
を
開
始
し
た
も
の
の
、
敵
の
火
力
攻

撃
は
猛
烈
を
極
め
、
前
進
は
遅
延
、
敵
陣
地
側
面
に
進
出
し
た
の

が
十
五
日
三
時
ご
ろ
、
そ
し
て
砂
原
の
終
点
に
到
着
し
た
。

崖
上
に
は
敵
の
火
点
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
し
て
も
奪
取
せ
ざ
る

を
得
ず
、
当
時
の
兵
力
わ
ず
か
に
五
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
所
有

全
火
力
を
あ
げ
て
制
圧
、
次
々
に
追
及
し
て
き
た
中
隊
の
全
兵
力

で
死
闘
の
後
、
敵
陣
の
一
角
を
確
保
し
た
の
が
五
時
半
ご
ろ
。
た

ま
た
ま
崖
上
よ
り
透
か
し
て
見
下
ろ
す
と
、
支
隊
は
砂
原
に
集
結

し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
支
隊
は
イ
ラ
ワ
ジ
河
に
飛
び
込
む
か
全
域

と
判
断
、
北
村
隊
が
敵
の
ト
ー
チ
カ
に
突
撃
と
同
時
に
、
一
刻
も

早
く
崖
上
に
突
撃
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
こ
ろ
、
よ
う
や
く
夜
明

け
と
な
り
、
敵
は
我
が
軍
の
企
図
を
知
り
猛
烈
な
砲
火
を
浴
び
せ

て
く
る
。
こ
の
時
天
裕
の
濃
霧
が
立
ち
込
め
、
第
一
次
の
成
功
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

全
て
の
火
力
で
崖
上
の
敵
を
制
圧
す

第
一
中
隊
高
木
軍
曹
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
突
撃
を
前

に
し
て
、
佐
藤
仲
分
隊
（
軽
機
）

、
高
橋
茂
夫
分
隊
の
擲
弾
筒
そ

の
射
手
・
上
神
谷
、
小
銃
手
・
細
川
、
五
十
嵐
、
石
川
等
の
所
有

全
火
力
を
使
っ
て
敵
を
制
圧
し
た
。

そ
の
直
後
工
兵
隊
の
敵
陣
爆
破
が
断
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
本
当

に
突
然
ダ
ダ
ダ
ダ
と
、
今
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
砲
爆
撃
の
音
と
は
ま

た
別
な
、
そ
れ
ら
の
音
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
轟
音
と
と
も
に
「
ぐ

ら
っ
」
と
地
軸
も
ゆ
ら
ぐ
物
凄
い
音
だ
っ
た
。
そ
し
て
爆
破
に
成

功
し
た
工
兵
隊
の
二
人
が
背
を
低
く
し
て
戻
っ
て
来
た
。

明
号
作
戦

未
知
の
戦
場
へ
と
急
行
し
二
月
二
十
四
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
到

着
し
た
。
各
中
隊
は
二
月
三
日
、
相
前
後
し
て
転
進
を
開
始
し
た

が
、
輸
送
集
結
は
困
難
を
極
め
部
隊
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
北
方
二
〇
㌔

の
サ
ウ
ド
ン
付
近
の
露
営
地
に
集
結
し
終
わ
っ
た
の
は
明
号
作
戦

開
始
二
日
前
の
三
月
八
日
二
十
二
時
で
あ
っ
た
。
第
一
中
隊
北
村



隊
は
ス
ク
ン
急
襲
後
、
主
力
は
道
路
の
南
に
広
が
る
樹
林
を
潜

し
、
小
貫
隊
の
右
翼
を
超
越
し
て
、
保
安
隊
所
在
方
向
に
突
進
し
、

兵
営
ま
で
一
五
〇
㍍
の
地
点
で
機
関
銃
小
隊
に
、
主
力
の
突
進
援

護
を
命
じ
、
一
挙
保
安
隊
を
占
領
し
た
。
明
号
作
戦
は
最
後
の
戦

闘
と
な
っ
た
。

諺
に
、
国
の
た
め
に
は
血
を
流
し
、
人
の
た
め
に
は
涙
を
流
せ
、

自
分
の
た
め
に
は
汗
を
流
せ
、
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
戦
闘

に
ま
た
斤
候
に
多
数
参
加
し
ま
し
た
が
運
が
よ
い
と
い
う
か
、
幾

度
か
死
線
を
越
え
て
、
幸
い
に
も
命
永
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
戦
後
四
十
数
年
の
生
活
の
中
で
苦
し
い
時
に
は
軍
隊
を
思
い

出
し
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
永
ら
え
た
命
を
大
切
に
し
て
余
生

を
出
来
る
限
り
永
く
過
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

私
の
従
軍
記
　 

新
潟
県
　
中
村
倉
一
郎
　 

私
は
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
と
二
回
の
大
戦
に
参
加
し
、
武

運
強
く
生
き
長
ら
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
六
月
六
日
臨
時
召
集
、
仙
台
野
砲
第
二
連
隊
留
守

隊
に
応
召
（
第
一
補
充
兵
）
一
二
〇
人
は
直
ち
に
北
支
に
出
発
、

担
帖
（
タ
ン
ク
）

、
天
津
、
石
家
荘
、
山
西
省
大
原
に
到
着
、
第

二
師
団
第
二
架
橋
材
料
中
隊
石
田
（
三
）
部
隊
に
入
隊
、
第
二
小

隊
第
三
分
隊
一
五
班
に
配
属
さ
れ
た
。

乗
馬
訓
練
、
車
馬
の
訓
練
な
ど
特
訓
を
受
け
、
作
戦
の
た
め
大

原
駅
よ
り
乗
車
、
奥
地
の
侯
馬
鎮
駅
に
下
車
、
隊
形
を
整
え
、
大

行
山
脈
に
向
か
う
。

北
支
最
大
の
高
山
、
大
行
山
脈
は
三
三
〇
〇
㍍
、
七
月
で
も
肌

寒
い
。
強
風
時
は
黄
塵
万
丈
飛
散
し
、
防
塵
眼
鏡
や
マ
ス
ク
が
必

要
で
あ
っ
た
。

部
隊
は
山
脈
の
中
に
入
る
。
一
五
〇
㍍
も
の
架
橋
の
輸
送
行
軍

で
、
急
坂
は
山
砲
隊
の
二
頭
立
て
の
馬
で
引
き
上
げ
る
。
下
り
坂

は
車
輪
を
桁
に
ロ
ー
プ
で
結
び
付
け
て
人
馬
も
ろ
と
も
滑
り
下
ろ

す
。
一
歩
間
違
え
れ
ば
千
尋
の
谷
で
あ
る
。

や
が
て
川
沿
い
に
行
軍
し
小
高
い
安
全
地
帯
に
宿
営
す
る
。
夕

方
か
ら
雨
と
な
る
。

宿
舎
は
民
家
で
雨
は
次
第
に
激
し
さ
を
加
え
、

雷
雨
、
風
雨
が
強
く
な
っ
た
。

山
脈
は
草
木
は
な
く
禿
の
岩
山
で
あ
る
。
山
は
大
荒
れ
と
な
っ




